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Ⅱ－３．　整備案（明和絵図をもとにした計画案）
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『御城内御絵図』
熊本市教育委員会蔵　

制作年代：明和 6年（1769）　描写年代：明和 6年（1769）

平左衛門丸塀部分拡大

源之進櫓部分拡大（「廊下塀」の記載アリ）

Ⅰ　概要　　－６．平左衛門丸一帯について

４）　明和絵図内記述の読解
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⑫　坪井川からの眺望(1)

富重写真館蔵　撮影年代：明治初期

【写真の説明】

　熊本城の北東側坪井川より撮影された写真。

【概要】

・御肴部屋櫓－平櫓間の塀（東側）、宇土櫓－御肴部屋櫓間の塀（西側）が写る。
・屋根は本瓦葺、壁は上半分が漆喰塗籠め、下半分が腰下見板張り。
・東側塀の屈折部分で棟が連続していない。
・東側塀の屈折部分に石落しが設けられている。
・西側は木々により、石落しの有無などの詳細が把握しづらい。
（ただし、腰下見板部分の反射の加減からは、石落しは無いように見える。）

平左衛門丸塀部分拡大

全体

Ⅲ－３．　古写真史料


